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審   査   の   要   旨 
 
グラスエンドファイトと宿主植物の遺伝的および生理・生態的多様性と、それらの生物間相互作用を
明らかにし、その共生系の実態を解明するために、あるいはグラスエンドファイトの応用利用に向けた
検討を行う上で、野生のイネ科植物とその共生菌を対象とした研究の重要性が指摘されている。そのよ
うな中で著者は、日本で研究例のないヤマカモジグサ上のEpichloë属菌の生態に着目し、まず本菌の分
類学的帰属の問題を解決した上で、本草種の自然個体群を対象とした3年間の野外調査により、本菌の遺
伝的多型と伝搬様式との関連性を明らかにした。特に研究例のない菌の遺伝子型と種子感染による垂直
伝搬の関連について、新たに確立した種子内の菌体DNAを検出する方法を用いて、多数の感染種子を一
粒毎に調査することでそれらの関連性を明らかにした。そして、種子による垂直伝搬を重要な分散手段
とする遺伝子型が存在する一方で、垂直伝搬と水平伝搬の両方を行う遺伝子型が存在することを明らか
にし、それらが共存して菌と宿主植物との共生系が成り立っていることを示したことは高く評価できる。
この成果は、他のイネ科植物とグラスエンドファイトとの共生系の実態解明と、その特徴を解析し評価
する上で重要な生態学的情報を提供するものである。また、菌と宿主植物との共進化の機構の解明や、
グラスエンドファイトの主要作物種への応用利用に向けた新たな生物資源探索においても大きく貢献す
る重要な基礎的情報であると評価する。 
平成29年1月20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確
認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
